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農 林 水 産 部

平成27年2月6日

平成２７年度　農林水産部予算（案）の概要

　農林水産部において、市町
村等が連携して鳥獣被害対
策を実践する体制の構築を
支援するとともに、生活環境
部においてイノシシの直接捕
獲を行う。

農林企画課

　平成２７年度当初予算については、福島県農林水産業振興計画「ふくしま農林水産業新生プラン」のめ
ざす姿の実現に向けて、重点戦略に掲げる「避難地域における農林水産業再生プロジェクト」を始めとす
る９つのプロジェクトを重点的・戦略的に推進するとともに、「東日本大震災及び原子力災害からの復興」を
始めとする７つの施策の展開方向を柱に編成した。

担当課

環境保全農業課

　関係部局が連携して、各産
業分野における技術開発や
現場への導入を支援し、本
県の復興をけん引する「ロ
ボット産業」の集積を推進す
る。

連携を図る具体的な内容

Ｈ27当初

113,120

Ｈ26当初

107,724

事業名 新規

(5)　水産業の振興

4,573

709

52,577

義務的経費

一般事業費

区　分

11,814

48,004

公共事業費

予　算　額　計

11,928

48,615

(7)　自然・環境との共生

備考伸び率増減

114

5.0

1.0

5,396

9.5

事業の概要

47,906 1.5

予算額

企画調整部
保健福祉部
商工労働部

関係部局

生活環境部

(1)　東日本大震災及び原子力災害からの復興

鳥獣被害対策
強化事業

○

　鳥獣被害防
止のため、複数
市町村と関係
団体が参画す
る広域的な協
議会組織の立
ち上げと効果
的な鳥獣被害
対策の取組を
支援する。

37

チャレンジふく
しま「ロボット産
業革命の地」
創出事業

(2)　安全・安心な農林水産物の提供
(3)　農業の振興
(4)　林業・木材産業の振興

(6)　魅力ある農山漁村の形成

○

　担い手の高
齢化、減少が
急速に進むな
か、ロボット技
術を取り入れ、
省力化や安全
確保を目的とし
た支援ロボット
の開発促進に
向けた調査や
実証導入に取
り組む。

29

1



企画調整部

　本事業は、再生可能エネル
ギー事業の利益を含めて地
域で資金が循環するように、
地元企業の新規参入を促す
事業や人材養成と連携する
事業を支援するものであり、
農林水産部ではそのうち営
農継続モデルの実践を支援
する。

教育庁

担当課

農村振興課

農産物流通課

農産物流通課

環境保全農業課
保健福祉部
教育庁

知事直轄
観光交流局

○
(組替)

　食育の観点
から、東日本大
震災後の子ど
もたちの健康課
題に対応する
ため、家庭・学
校・地域が一体
となって食育推
進体系を再構
築し、「元気な
ふくしまっ子」
が育つ食環境
整備を進める。

　児童生徒に
感謝の心や郷
土愛を育むた
め、学校給食
において地場
産物を取り入れ
る市町村等の
取組を支援す
る。

13

1,731

事業の概要 予算額

　教育庁において、放射性物
質に対する保護者の不安の
解消、給食への地場産物活
用を促進するための検討に
取り組むとともに、農林水産
部においては、県産食材を
積極的に活用する市町村等
の取組を支援する。

　関係部局が連携して、各々
が有する発信企画を活用し
た情報発信を行う。

　関係部局が連携して、家
庭・学校・地域が一体となっ
て食育推進体制を整備する
とともに、食育推進体系を再
構築し「元気なふくしまっ子」
が育つ食環境整備を進め
る。

　本県農林水
産業の復興を
図るため、消費
者等の信頼回
復に向けた効
果的かつ戦略
的なプロモー
ション及びリスク
コミュニケーショ
ンを積極的に
展開する。

連携を図る具体的な内容関係部局

ふくしまから は
じめよう。元気
なふくしまっ子
食環境整備事
業

チャレンジふく
しま農林水産
物販売力強化
事業

事業名 新規

学校給食おい
しい県産農林
水産物活用事
業

46

ふくしまから は
じめよう。再エ
ネ発電モデル
事業（営農継
続モデル）

　農業・農村の
活性化を図る
ため、農地に支
柱を立て、上部
空間での太陽
光発電と同時
に下部で営農
継続するモデ
ルを実践する。

28

2



５　「施策の展開方向」に対応する主な事業
*復興基金、子ども支援基金充当事業 （単位　百万円）

1

2

3

4

5

7

10

11

12

13

14

15

16

17

19

20

21

事業内容

(1)　東日本大震災及び原子力災害からの復興

　農業の早期復旧を図るため、被害を受けた農業
用施設・機械の復旧や生産資材の購入等の取組
を支援する。

　被災農業者等の営農の維持・安定や県内での
営農再開に必要な資金の融通を円滑にするた
め、融資機関に対し利子補給を行う。

　安全・安心な農林水産物の生産を図るため、放
射性物質の除去・低減等の技術開発を行う。

　農林水産業の復興・再生を加速させるため、生
産から流通・消費に至る様々な立場の人々が一体
となって取り組む運動を展開する。

　被災地域における早期の営農再開を図るため、
大熊町が実施する閉鎖型（人工光型）及び太陽光
利用型植物工場の整備を支援する。

　避難地域等における営農再開に向けた環境を
整えるため、営農再開を目的とした一連の取組を
支援する。

1,294

福島県営農再開支援
事業
【農林企画課】

ふくしまの畜産復興対
策事業
【畜産課】

　畜産業の再生・復興を図るため、肉用牛及び乳
用牛の経営を含めた生産基盤の回復を図るととも
に、ブランド力の向上に取り組む。

2,170

東日本大震災農業生
産対策事業
【園芸課】

　畜産の早期復旧・復興を図るため、生産力回復
に資する施設整備や家畜導入、自給飼料生産組
織の高度化を図る取組等を支援する。

　地震や津波、原発事故等により甚大な被害を受
けた地域における新たな農用地等での営農再開
を支援する。

699
東日本大震災畜産振
興対策事業
【畜産課】

171 409

100

○

○

198

166

H27当初

283
被災農家経営再開支
援事業
【農業担い手課】

152
先端技術活用による
農業再生実証事業
【農業振興課】

31

重点
*新規

被災地域農業復興総
合支援事業（再生加速
化）【農林企画課】

被災地域農業復興総
合支援事業
【農業担い手課】

69

農畜産系有機性資源
活用推進事業（復興・
再生）
【環境保全農業課】

39

0

2,102

放射性物質除去・低減
技術開発事業
【農業振興課】

ふくしまから はじめよ
う。「食」と「ふるさと」新
生運動推進事業
【農林企画課】

18 18

54

257

○

H26当初

○

　農業の復興を図るため、震災以降停滞している
農業法人や生産組織、農村女性組織の活性化と
若い人材の確保を図る。

　震災等により避難している農業者がふるさとに戻
るまでの間、県内外の避難先での一時的な営農
再開を支援する。

　農畜産系有機性資源の放射性物質の影響を抑
制し、良質な有機性資源の生産と活用体制の構
築を図る。

　被災地域における農業の復興を図るため、市町
村が被災経営体等に貸与するために実施する農
業用施設・機械の整備を支援する。

　地域農業の再生と早期の経営再開を図るため、
被災地域において経営再開に向けた復旧作業を
共同で行う農業者を支援する。

　放射性物質に汚染され、一時保管等の処理を
行った農業系汚染廃棄物について、処理を行うま
での間、適正な管理を支援する。

　担い手の高齢化、減少が急速に進むなか、省力
化や安全確保を目的とした支援ロボットの開発促
進や実証導入に取り組む。

130 95

466 141

501

184

農家経営安定資金融
通対策事業
【農業経済課】

6,252 5,079

○
○

(一部)

○

避難農業者一時就農
等支援事業
【農業担い手課】

29 0
チャレンジふくしま「ロ
ボット産業革命の地」
創出事業【農林企画

事業名

地域農業・担い手復興
対策事業
【農業担い手課】

70 83 ○

園芸産地復興支援対
策事業
【園芸課】

PR
版
頁

農業系汚染廃棄物処
理事業
【環境保全農業課】

100

115115

　避難地域等において、農業者が意欲と夢を持っ
て農業に再チャレンジできるよう、先端技術を数多
く組み入れた生産システムの実証を行う。

3



22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

事業内容

　復旧工事を円滑に行うため、耕地及び海岸災害
の調査等に加え、避難指示区域内で営農ビジョン
に対応した復旧・復興を進めるための調査を実施
する。

　農業の復興・復旧を図るため、被災した農業用
施設やその影響により機能低下が生じた水路等
の復旧を行う。

　被災した農地・農業用施設の復旧事業を実施す
る。

 原子力災害による被害を受けた地域について、
速やかに農業が再生できるよう、農業生産基盤の
整備を実施する。

　放射性物質に汚染されたきのこ原木林等の再生
を図るため、モデル地区における除染技術実証や
コシアブラの放射性物質除去能力調査を行う。

　森林内における放射性物質について、拡散抑
制対策や線量低減対策を推進するため、各種実
証で得られた知見の集積及び検証を行う。

　ため池の放射性物質対策を行う市町村を支援
するため、汚染状況のモニタリング調査や技術実
証を行う。

事業名

　放射性物質による森林汚染の影響によりきのこ
原木等の価格が高騰しているため、きのこ生産者
の負担を軽減する取組を行う団体を支援する。

3,585

H27当初 H26当初 重点
*新規

水産種苗研究・生産施
設復旧事業
【水産課】

3,102

　放射性物質に汚染された樹皮の処理を促進す
るため、木材産業関係団体が行う処理経費等の
貸付に対して支援する。

　被災した海岸保全施設について、復旧事業を実
施する。

　大規模経営など効率的営農を推進するため、被
災農地について未被災農地と併せて大区画のほ
場整備を行う。

経営構造改善事業
【水産課】

164

1,034

325

水産物流通対策事業
【水産課】

15

放射性物質被害林産
物処理支援事業
【林業振興課】

2,837

東日本大震災漁業経
営対策特別資金貸付
事業【水産課】

821

共同利用漁船等復旧
支援対策事業
【水産課】

261

漁場復旧対策支援事
業
【水産課】

　被災した漁業者、水産加工業者等の経営安定
のため、震災で消失した漁具・設備等の購入や経
営維持に必要な資金の貸付に対して利子補給す
る。

　被災した漁業者、水産加工業者等の経営安定
のため、震災で消失した漁具・設備等の購入や経
営維持に必要な資金の融通を支援する。

　栽培漁業の再開・再構築を図るため、被災した
水産種苗研究・生産施設を復旧する。

復興基盤総合整備事
業
【農村基盤整備課】

耕地災害復旧事業
【農村基盤整備課】

復興再生基盤整備事
業
【農村基盤整備課】

207

　水産物流通加工業の早期復興を図るため、遠隔
地からの原材料の運搬料等新たに必要となった
経費に対して支援する。

　早急に漁業生産活動の再開を図るため、漁業協
同組合等が行う組合員の共同利用に供する漁船
の建造等を支援する。

　漁場の機能を再生・回復させるため、海底に堆
積した壊れた建物等の除去工事の実施や漁業団
体が行う回収作業の取組を支援する。

　水産業の早期復旧を図るため、水産業共同利用
施設の機器及び施設の整備を支援する。

323

森林除染等実証事業
【林業振興課】

自給飼料生産復活推
進事業
【畜産課】

830

2,003

215 283

645

3,584

14

海岸災害復旧事業
【農村基盤整備課】

安全なきのこ原木等供
給支援事業
【林業振興課】

4,604

100

1,934 1,173

　草地の除染が完了するまでの間、畜産農家にお
ける安全な粗飼料を確保するため、粗飼料の購入
に必要な資金の貸付を行う。

災害調査事業
【農村基盤整備課】

250 250

農地・水保全管理支払
事業（復旧）
【農村振興課】

58 57

39 36

3,738

○
(組替)

157

1,500

1,113

森林除染技術開発事
業
【森林計画課】

ため池等放射性物質
対策事業
【農地管理課】

東日本大震災漁業経
営対策特別資金利子
補給事業【水産課】

1

9,067

1

12,402

1,551

850

4



41

42

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

58

60

61

62

　児童生徒に感謝の心や郷土愛を育むため、学
校給食において地場産物を取り入れる市町村の
取り組みを支援する。

　県産材の安全性を確認するため、県内の木材か
ら生産される製材品について、表面線量の測定を
定期的に行い、その結果を広く周知する。

　消費者等の信頼回復と県産ブランドの再生及び
農家の経営の安定を図るため、県外へ出荷する
全ての肥育牛について放射性物質検査を実施す
る。

　米の全量全袋検査を確実に実施するため、追加
的費用に相当する資金の貸付を行う。

　農林水産物の安全性確保と消費者の信頼回復
を図るため、産地が主体となって行う農林水産物
の放射性物質検査等の取組を支援するとともに、
農産物安全管理システムなどによる県産農産物等
の安全性の可視化のための活動を推進する。

　本県特産品の復興を図るため、「あんぽ柿」の放
射性物質非破壊検査の体制構築や「おたねにん
じん」の生産拡大に向けた取組を支援する。

　農林水産業の復興を図るため、消費者等の信頼
回復に向けた効果的かつ戦略的なプロモーション
及びリスクコミュニケーションを展開する。

　食育の観点から、東日本大震災後の子どもたち
の健康課題に対応するため、家庭・学校・地域が
一体となって食育推進体系を再構築し、「元気な
ふくしまっ子」が育つ食環境整備を進める。

　本県の次代を担う農業者を養成する農業短期大
学校において、強い営農意欲と経営感覚を身に
付けた卒業生の輩出と就農率の飛躍的向上を目
指し、学校運営、教育・研修機能の革新を図る。

　農林水産物の安全・安心を確保するため、モニ
タリング検査を実施するとともに、その結果を消費
者や生産者、流通業者に迅速かつ的確に公表す
る。

　稲作農家の所得の確保を図るため、需要が堅調
な飼料用米の導入や水田への園芸作物の導入を
誘導する。

　本県農業の力強い再生を成し遂げるため、生産
力と経営能力に優れ、地域農業をけん引するプロ
フェッショナルな経営体を育成する。

　産地をリードする担い手の技術革新を支援する
ため、先進技術のフィールドベースでの実証によ
る効果的な普及を図る。

事業内容

　担い手への農地集積と集約化を行う農地中間管
理機構が事業を行うために必要な経費を助成す
る。また、機構に農地を貸し付けた者や地域に対
して協力金を交付し、農地利用集積を促進する。

　農業の復興を図るため、耕作放棄地を活用した
農業法人の経営規模拡大や農業への企業参入を
支援する。

　県産米の産地競争力の回復・強化を図るため、
地域の特色を生かし、実需者等と連携した多様な
米づくりの取組を支援する。

(2)　安全・安心な農林水産物の提供

○

(3)　農業の振興（農林水産業再生プロジェクト）

0.2

米の全量全袋検査推
進事業
【水田畑作課】

農業短期大学校革新
緊急対策事業
【農業担い手課】

87

肥育牛全頭安全対策
推進事業
【畜産課】

172

H26当初

ふくしまの特産品復活
支援事業
【園芸課】

601

農林水産物等緊急時
モニタリング事業
【環境保全農業課】

学校給食おいしい県
産農林水産物活用事
業
【農産物流通課】

46 ○58

耕作放棄地活用条件
整備復興促進事業
【農村振興課】

18

チャレンジふくしま 水
田フル活用緊急対策
事業【水田畑作課】

ふくしま米産地戦略推
進事業【水田畑作課】

事業名

6

ふくしまから はじめよ
う。攻めの農業技術革
新事業【農業振興課】

139

40 40

○

59

H27当初

6,620

683

31

○
(組替)

県産材安全確認調査
事業
【林業振興課】

農地利用集積対策事
業
【農業担い手課】

○

○

重点
*

○

○

ふくしまから はじめよ
う。農業担い手経営革
新支援事業
【農業担い手課】

514

チャレンジふくしま農
林水産物販売力強化
事業
【農産物流通課】

220235

31

695 709

1,731 1,798

0

16

○

13 13

0

55

650

○

○

○
(組替)

○

○

6,180

新規

377

ふくしまの恵み安全・
安心推進事業
【環境保全農業課】

ふくしまから はじめよ
う。元気なふくしまっ子
食環境整備事業
【環境保全農業課】

5



63

65

66

67

68

69

74

75

76

77

80

81

82

83

84

85

　放射性物質の影響が比較的小さい地域で、きの
こ原木林の再生と将来における原木の安定供給
を確実にするため、広葉樹林の更新を図る。

　原発事故の影響から森林整備が停滞し荒廃が
懸念されるため、公的主体による森林整備と放射
性物質対策を一体的に推進する。

　米の価格の大幅下落を踏まえ、県産米の流通回
復・拡大を図るため、緊急的かつ大規模な販売促
進キャンペーンを展開する。

　本県農業の活性化のため、企業等と地域との
マッチングを図るとともに、参入企業に対し初期経
費や機械施設整備の支援を行う。

　震災後における資源管理型漁業の推進や沖合
漁業の操業活性化等を図るため、調査船を用い
た水産資源状況の各種調査、情報提供の実施並
びに円滑な調査等に必要な調査船の管理を行
う。

　試験操業の促進と早期の漁業再開を図るため、
放射性物質の自主検査体制の構築と新たな漁法
への転換に必要な漁具・漁労機材の整備等を支
援する。

　本県漁業の再開を促進し、「もうかる漁業」を実
現するため、震災後の豊富な水産資源を持続的・
効率的に利用する資源管理体制を構築する。

　既存の基幹的な農業水利施設を長寿命化し、ラ
イフサイクルコスト低減、施設の有効利用を図るた
め、必要となる補修・更新工事を実施する。

　将来の農業生産を担う、効率的で安定した経営
体（担い手）を育成し、農地集積を図るため、必要
となる区画整理や水路、農道等の整備を行う。

　米の価格の大幅下落を踏まえ、稲作農家の生産
意欲の維持・向上を図るため、平成２７年産用優
良水稲種子の購入経費の一部を助成する。

　市町村等が維持管理する林道施設について、
異常気象等による被災箇所の復旧事業を実施す
る。

　漁業資源の維持・確保を図るため、アワビ等の種
苗の生産や放流の取組を支援する。

事業内容

1,446

新規

(4)　林業・木材産業の振興

漁業調査指導事業
【水産課】

ふくしま森林再生事業
【森林整備課】

H26当初 重点
*事業名 H27当初

経営体育成基盤整備
事業（一般・県単）
【農村基盤整備課】

林道災害復旧事業
【森林整備課】

企業農業参入支援強
化事業
【農業担い手課】

(5)　水産業の振興

　さけ資源の維持・増殖を図るため、回帰率の高
い大型種苗を適期に放流する取組を支援する。

広葉樹林再生事業
【森林整備課】

アワビ・ウニ・アユ栽培
漁業振興対策事業
【水産課】

ふくしまから はじめよ
う。漁業再開ステップ
アップ事業【水産課】

134

○○

69 75

1,102

148

39

1,874

55

17 14

3,954 4,157

1,587

0

59

18

77

○

○

0
○

(組替)

51

○

ふくしま米消費・流通
拡大緊急対策事業
【農産物流通課】

「豊かな海の幸」高度
管理・利用支援事業
【水産課】

○
(組替)

　人・農地プランに位置づけられた中心的経営体
等が今後必要となる条件整備を総合的に支援す
る。

未来を拓く新規就農
者・農業女子等育成支
援事業【農業担い手
課】

福島米生産意欲向上
支援緊急対策事業
【水田畑作課】

322 0

4

農業経営体育成支援
事業
【農業担い手課】

134 119

10 0

40
さけ資源増殖事業
【水産課】

県単基幹水利施設ス
トックマネジメント事業
【農村基盤整備課】

809 487

　若者の就農促進及び定着に向け、就農希望者
に対するきめ細かな就農相談や情報発信等を行
うとともに、農業女子を対象としたセミナーやマル
シェを開催する。

青年就農給付金事業
【農業担い手課】

318 0
○

(組替)

　若い世代の農業への参入を促すため、就農前
（2年以内）の研修期間及び経営が不安定な就農
直後（5年以内）に給付金を交付し、青年の就農意
欲のいよくの喚起と就農直後の定着を支援する。

6
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87

89

90
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91

92

93

93

94

95

96

97

98

99

　平成30年に開催する全国植樹祭について、本
県のポテンシャルを活かし、オリジナルな方法で
開催できるよう準備を進める。

　農村地域における再生可能エネルギーの活用
及び推進を図るため、農業水利施設を活用した小
水力発電施設の整備を支援する。

　農業・農村の活性化を図るため、農地に支柱を
立て、上部空間での太陽光発電と同時に下部で
営農継続するモデルを実践する。

(6)　魅力ある農山漁村の形成

　耕作放棄地の発生を防止し、多面的機能を確保
するため、中山間地域等直接支払事業を実施す
る市町村に交付金を交付する。

　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を
図るため、農業者等が共同で取り組む地域活動を
支援する。

　農業の有する多面的機能の維持・発揮のため
に、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の
高い営農活動を支援する。

　本県の有機農業を再生させるため、本県及び県
内各地方の課題に対応した有機農業技術の確
立・実証するとともに、新たな販路の確保や消費
者等の本県有機農業に対する理解を促進する。

　津波により大きな被害を受けた海岸防災林につ
いて、十分な林帯幅の確保や盛土及び植栽等に
より、津波防災機能を強化した復旧・整備を図る。

　農村の人口減少や高齢化による影響を軽減す
るため、地域資源を生かし、企業等との交流連携
を深め、雇用と所得を確保する仕組みを構築す
る。

　農林水産業の真の復興のため、農林漁業者の
異業種への参入を推進するとともに、県産農林水
産物を活用した６次化新商品の開発を支援する。

　鳥獣被害防止のため、複数市町村と関係団体
が参画する広域的な協議会組織の立ち上げと効
果的な鳥獣被害対策の取組を支援する。

　山地災害からの県民の生命・財産の保全や水源
かん養などの国土保全を目的として、荒廃林地の
復旧や地すべり防止等の治山事業を行う。

　山地を保全し、住民の生活の安定を確保するた
め、被災した治山施設の速やかな復旧を行う。

　農業用ダム・ため池の防災・減災対策を進めるた
め、耐震性の検証やハザードマップの作成を行
う。

2,255 624

3

(7)　自然・環境との共生

事業内容

中山間地域等直接支
払事業
【農村振興課】

1,483 1,474

元気な農村創生企業
連携モデル事業
【農村振興課】

地域産業６次化戦略
推進事業
【農産物流通課】

○
(組替)

多面的機能支払事業
【農村振興課】

4,04511,970

H27当初

治山事業
【森林保全課】

治山災害復旧事業
【森林保全課】

ふくしまから はじめよ
う。再エネ発電モデル
事業（営農継続モデ
ル）【農村振興課】

事業名

○

H26当初 新規

全国植樹祭準備事業
【森林保全課】

1,439 964

383 259

39

3,131

有機農業再生支援事
業
【環境保全農業課】

震災対策農業水利施
設整備事業
【農地管理課】

ふくしまから はじめよ
う。森林とのきずな事
業【森林計画課・森林
保全課】

117

10,228
治山事業（海岸防災林
造成事業）
【森林保全課】

35

421 0 ○

環境保全型農業直接
支援対策事業
【環境保全農業課】

復興基盤総合整備事
業（地域資源活用施設
整備事業）【農村基盤
整備課】

4 3

○28 26

780

024

187

○
(組替)

重点
*

○

○

19 10
○

(一部)

　森林の現状への理解と森林づくり意識の浸透、
拡大を図るため、森林環境に関する情報発信と森
林づくり活動、子どもたちの交流活動を推進する。

鳥獣被害対策強化事
業
【環境保全農業課】

37 0 ○○
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